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水 面 へ の 物体突入時 に で き るス プラ ッ シ ュ

Splash　formed　by　an 　object 　entering 　water
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Splash　generated　by　a　sphere 　p］unging 　into　water 　water 　was 　investigated　experimenta ］ly．　Splash　was 　classified 　into

three　types　accerding 　to　thc　jmpact　ve ］ocity．　vi，　ofthe 　sphere 　on 　water 　surface ．　A　thin 　cone 　type 　of 　sp ［ash 　was 　observed

when 　vi く 021　m ！s．　Small　droplets　were 　broken　oul 　in【he　upward 　direction　from　lhe　tip　of 　the　cone ，　A 　thick　cone 　with

scaltered 　drop】eIs　was 　observed 　whcn 　O．21 く vi〈4．18m ／s．　Water　crown 　with 　droplets　separated 　from　the　tip　of　fingers

was 　formed　when 　vl＞ 4．18m ！s，　Scqucnce　of　these　splashes　was 　presented　and　discussed　in　thispaper ．

1 ．は じめ に

　物体が 落下 し水面 と衝 突 して 出来る ス プ ラ ッ シ ュ は複雑に 現象

が 車な っ てお り、現在で も様 々 な研 究が行 われ て い る。本 研 究は

衝突速度を変化させ 、その 際に 出来る スプ ラ ッ シ ュ を観察す る 事

に よ り、衝突速度 と形成 され る ス ブ ラ ッ シ ュ の 関係 を調 べ る。

2 ．実験方法

　本 実験 で はア ク リル 球 を水 面 に衝 突 させ、そ の 際 に発 生す る ス

プ ラ ッ シュを高速度 ビデ オ カ メ ラ に よ り 4000FPS で 観察 した。落

下 させ る球 の 直径 D は 0．02m で あ る。衝突 速度の 変化 させ るた め

に 球を落 とす 高 さ h を 0．ID − 66D で 変化 させ た。そ の 結果衝突

速度 t・
1 は 0．20m ！s か ら 4．45．　 ln ！s で あ り、衝 突時の 空気中で の Re

は 267 か 漁 版 勣 、水 叨 ）Rc は 糊 か 触   で あ っ た。

3 ，実験結果及び考察

　本実験は球が水面に 触れ る 瞬澗 の 時間を 1＝Os と し鵡 本実験

で は特徴的な 3っ の パ タ
ー

ン の ス プ ラ ッ シ ュ が 衝突速度に よっ て

分類 され た 水位 が球の 半分 に ある ときの 落下位 置 の 違 い に よ る

両 像を 図 1 に 示 す。図 1 の 1．t
，
＝O．20　，nVs で は 球の 表面 に は顕 著な水

の 駆 け上が りは無 い が、1
’
i＝ 2．4］m 〜s や v脚＝ 4．45．　 ］nVs にお い て は、

球表面で は 朋らか な水の 駆け上 が りが存在する。特に v
，
；4．45　mts

で は i・
1
　＝　2．4 　1　m ！s と比べ 、駆 け上 が る水 の 先端 か ら大 量の 水滴 の 飛

散 が観測 され る。

　次に 水膜の 球表 面の 伝わ り方の 違い を図 2 に 示す。図 2 よ り v，＝

2．41m 〆s の ときは 水の 駆け ヒが りが球 の 上部で ぶっ か りス ブ
．
ラ ソ

シ ュ を形 成す るが、i・
1
　＝　4．45 　mts の と きは 水膜が 球を伝 っ て い る途

中で 表 面 よ り離れ、．L方へ の ス ブ ラ ソ シ ュ を形成 して い る。

　落下した球の 水中に埋 没後の 画像を図 3 に 示す。図 3 よ り、li；

0．20　m ／s 、2．41m 〆s におい て、気柱 は出来 ない が、　 v、＝4．4．5　m ／s にお

い て は非常 に大 きな気柱がで きる。さ らに 、こ の 気 柱 に は 水深方

向 に何 本か の 筋状の もの が観測 され る。

4 ．結論

　衝突速度に よ る ス ブラ ッ シ ュ の 形成の 変化 を調べ た と ころ、衝

突速 度が 遅 い と、水柱状 の ス ブ
．
ラ ッ シ ュ が 形成 され る、衝 突速度

が速 くな ると、球の 表面 を水膜 が駆 け上が り、そ の 水膜 の 先端 の

フ ィ ン ガー
か ら小 さな水滴の 飛散と水膜が 球を包んだ後にで きる

水柱 に よ り、ス ブ
．
ラ ッ シュが形 成され る c さらに衝 突速度が速 く

な る と、フ ィ ン ガー
か らの 小 さな水 の 飛 散 が よ り大 き くた く さん

で きるが、水膜は 球を包まず上 方に飛 ば され るtt こ の と きは 他に

は見 られ ない 気往 が 生成 され、こ の 気 柱 には水深 方向 に筋が 生成

され る。よっ て 、物体衝突とス プ ラ ッ シ ュ の 形成に は 密接な 関係

が あ る と考え られ る。
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